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(57)【要約】
　　　
　アルミニウムまたはアルミニウム合金上に、耐食性の、塗装酸化物層を製造する方法を
開示する。該方法に従えば、水溶性の, アニオン系着色剤を塗った乾燥酸化物層に、ポリ
シラザン溶液を適用し、そして次いで、温度40～150℃の範囲でコーティングを硬化させ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水溶性の，アニオン系着色剤で着色した乾燥酸化物層に，ポリシラザン溶液を適用しそ
して引き続いて、温度40～150℃の範囲でコーティングを硬化させることを含む、アルミ
ニウムまたはアルミニウム合金上に、耐食性の、着色酸化物層を製造する方法。
【請求項２】
　コーティングのために、溶媒，触媒およびポリシラザンまたは式1：
　　　　　　　　　　　　　　　-(SiR'R''-NR''')n- (1)
（式中，R'，R''，R'''は、同一であるかまたは異なりそして互いに独立して、水素また
は場合により置換されるアルキル，アリール，ビニルまたは(トリアルコキシシリル)アル
キルラジカルを表し，n は、整数でありそしてn は、ポリシラザンが、数平均分子量150
～150 000 g/モルを有するように釣り合わせる）
のポリシラザンの混合物を含むポリシラザン溶液を使用する、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　酸化物層が、層厚さ 5～30 μmの範囲を有する、請求項１または2記載の方法。
【請求項４】
　硬化した後のポリシラザンコーティングが、層厚さ1～10 μmを有する、請求項１～3の
いずれか一に記載の方法。
【請求項５】
　酸化物層を、陽極酸化によって製造した、請求項１～4のいずれか一に記載の方法。
【請求項６】
　ポリシラザン溶液が、配合物の粘度，基材湿潤，フィルム形成または廃空気挙動に影響
を与えるための添加剤，そして必要に応じて、無機ナノ粒子および／またはUV安定剤を含
有する、請求項１～5のいずれか一に記載の方法。
【請求項７】
　高くても4の耐光堅牢度を有する着色剤を用いて、少なくとも3 の耐光堅牢度等級の耐
光堅牢度の改良を達成する(ISO指令No. 2135-1984に従って測定した)、請求項１～6のい
ずれか一に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　保護用酸化物層，特に、陽極酸化によって電気的(galvanically)に製造された酸化物層
を備えたアルミニウムまたはアルミニウム合金製の構築物，物品または部品は、今日では
、工学および建造物において，例えば、構成物質としておよび／または建物の塗装をする
ため，輸送手段，あるいは基本的必需品または小美術品用にますます使用されている。そ
のような構築物，物品または部品の美的デザインのために、後者，またはそれらの酸化物
層は，着色されているのが普通である。従って、着色層が高い耐食性および耐光性を有し
そしてそれらの着色デザインをできるだけ長く保持することが望ましい。
【背景技術】
【０００２】
　ここで、保護用酸化物層は、よく陽極酸化によって製造される。所望の成分の意図する
使用に応じて、種々の陽極酸化条件が知られている。しかし、すべてのプロセスには、腐
食に対する適切な保護を保証するために、酸化アルミニウムの最少の層厚さが必要である
と言う共通点がある。腐食に対する適切な保護に関しての低い品質は、表面の破壊に加え
て、また、目視の障害が、いつも、そのような望まれていないプロセスの結果になるので
、アルミニウム表面が装飾目的用に使用に適さないと言う不都合を有する。自然の腐食に
加えて、特に、化学的に攻撃性の物質が表面に達する場合に、そのようなプロセスが起き
る。このことは、着色および着色されていない表面について、同様に当てはまる。
【０００３】
　これらの酸化物層をアルミニウムまたはアルミニウム合金上に、無機，有機および電解
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着色するために、種々の色合い(shade)の着色剤が知られており，そしてそれらによって
着色された酸化物層は、それ自体慣習的な様式で，例えば温水を使用して、緻密化するこ
とができる。しかし、いずれの場合にも得られる着色は、大きく異なる耐光および腐食堅
牢度を有し得，特に、かなり長い日光暴露または攻撃性の物質への暴露の後に、しばしば
望まれていない障害または表面品質および特に、色印象の低下でさえ起き得るようになる
。特に、多くの着色剤の淡い色合いは、光に適度に安定ではない。
【０００４】
　このように、改良された耐食性を、一層良好な耐光堅牢度を有する着色と組み合わせて
達成しそしてまた、種々の着色の耐光堅牢度をみんな一緒に一層高いレベルに持って行く
，すなわち，例えば、それ自体かなり弱い耐光堅牢度を生じる着色剤による着色を、それ
自体非常に高い耐光堅牢度を与える着色剤によって得られる耐光堅牢度に関するそれらの
着色のレベルに持って行くことが望ましい。このことは、特に、淡い色合いについて当て
はまる。ある種の緻密化剤，例えば、ニッケルをベースにしたものを室温で使用して緻密
化し、それに続いて熱浸漬をした結果，ある種の耐光堅牢度のある程度の改良を達成する
ことができる場合がいくつかあるが，しかし、依然不適切な場合が多く，特に、外部建築
用に意図される，すなわち、非常に長い時間日照に暴露される、物品について依然不適切
な場合が多い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　今、驚くべきことに着色酸化アルミニウム層に、ポリシラザンをベースにした無機ラッ
カー塗被する場合に、着色層の改良された耐食性と共に同時に、改良された耐光堅牢度を
得ることができることを見出した。このようにして、この層における酸化アルミニウム層
の厚さまたは着色剤の量を、層の品質の障害を起こさないで、減少させることが可能であ
ることを見出した。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　これより、本発明は、水溶性の，アニオン系着色剤で着色した乾燥酸化物層に，ポリシ
ラザン溶液を適用しそして引き続いて、温度40～150℃の範囲でコーティングを硬化させ
る、アルミニウムまたはアルミニウム合金上に、耐食性の、着色酸化物層を製造する方法
に関する。本発明に従う方法を用いて，良好な耐食性を有し，同時に、高い光およびUV 
安定性によって区別される着色酸化アルミニウム層を製造することが可能である。本発明
に従う方法の更なる利点は、従来のプロセスと比べて、品質の低下を起こさないで、酸化
物層を減少させることができることである。ポリシラザン処理が無ければ，陽極酸化され
，着色されたアルミニウムのこれらの減少された層厚さは、紫外線および腐食攻撃に対し
て十分には耐性でないであろう。このタイプの処理によって，従来、外部使用用に適して
いなかったUV 安定性の一層低い着色剤または着色剤系もまた使用することができる。特
に、この手順によって、着色剤の色合いの範囲を拡大することが可能である。既知のプロ
セスに従って適用される淡い色合いは、不適切な耐光堅牢度をしばしば示す。これより、
本明細書に記載する方法では，特に、薄く陽極酸化し，短期間着色し、これより、淡い色
合いを示すサンプルを用いて，耐光堅牢度の改良が起きる。同時に、腐食に対する保護も
また改良される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　アルミニウムまたはアルミニウム合金上の着色酸化物層は、陽極製造された，多孔質酸
化アルミニウム層を着色剤の水溶液に浸漬そしてそれに続いて着色層を緻密化することに
よって、製造する。
【０００８】
　着色剤として，一般に陽極製造された酸化アルミニウム層を着色するために知られてい
るかまたはそのために使用可能なものを採用することができる。加えておよび 特に、弱
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いもしくは減少された耐光堅牢度を有するだけでそしてこれより、以前には、建築分野に
おいて外部使用するために採用することができなかったそれらの着色剤が、今、また、採
用可能である。
【０００９】
　特に、本発明に従う方法の助けにより、着色層の少なくとも3 の耐光堅牢度等級 (ISO
指令（directive）No. 2335に従う) の増大が達成されるので、陽極酸化されたアルミニ
ウムを慣用着色する場合は、高くても4の耐光堅牢度を有する着色剤および色合いが、今
、また、採用可能である。
【００１０】
　アニオン系着色剤または金属塩は、遊離酸の形態でまたは好ましくは、水溶性のもしく
は不水溶性の塩の形態で，例えば、アルカリ金属，アルカリ土類金属および/またはアン
モニウム塩として存在することができる。そのプロセスは、吸着着色のものである。この
プロセスは、これらの着色剤の溶液を使用して、種々のタイプの表面処理 (吹付け，はけ
塗りまたは浸漬)によって実施することができる。また、これらの着色剤を使用して、捺
染糊を調製することもでき、次いで、スクリーン印刷プロセスまたはインクジェット方式
のプロセスによって、捺染糊を適用する。
【００１１】
　その上に、陽極酸化によって製造した酸化アルミニウム層は、また、電解着色プロセス
の原理に従って金属塩によって、調製することもできる。ここで，陽極酸化されたアルミ
ニウム表面を、金属塩浴中でAC電圧をかけることによって陽極酸化した後に、着色する。
SandocolまたはColinalプロセスが、例として役に立つ。
【００１２】
　更なる可能性は、組合せ着色プロセスであり、初めに、上記したプロセスに従って金属
塩溶液を用いて、電解着色した酸化物層を製造する。第二工程で、溶解された有機着色剤
または金属塩溶液の染浴中で、この電解着色を染色する。Sandocolプロセスが、例として
役に立つ。
【００１３】
　この応用は、また、発色陽極酸化または硬質(hard) 陽極酸化の原理に従って染色して
いた陽極酸化されたアルミニウム表面上の着色剤にも関する。ここで，色彩付与物質が陽
極酸化プール中に存在しそしてこれらの物質を、陽極酸化の間に、酸化アルミニウム層に
組み入れるプロセスを含む。例は、PermaluxプロセスまたはHuwylerプロセスである。
【００１４】
　着色すべき酸化物層は、アルミニウムまたはアルミニウム合金上の慣習的に人為的に作
り出した酸化物層である。
【００１５】
　適したアルミニウム合金は、主に、アルミニウム含量が優位を占めるもの，特に、マグ
ネシウム，ケイ素，亜鉛および/または銅との合金，例えば、Al/Mg，Al/Si，Al/Mg/Si，A
l/Zn/Mg，Al/Cu/MgおよびAl/Zn/Mg/Cu，好ましくは、それらのアルミニウム含量が、少な
くとも90 重量パーセントを占め; マグネシウム含量が、好ましくは≦6 重量パーセント
であり；ケイ素含量が、好ましくは≦6重量パーセントであり；亜鉛含量が、好ましくは
≦10 重量パーセントであり；銅含量が、有利には≦2 重量パーセントであり，好ましく
は≦0.2 重量パーセントであるものである。
【００１６】
　金属アルミニウム上かまたはアルミニウム合金上に形成する酸化物層は、化学的酸化に
よるかまたは好ましくは、電気的に陽極酸化によって製造することができた。ここに記載
するプロセスの利点は、薄い酸化物層を使用することができることの可能性に在る。今ま
で記載したプロセスは、これらの薄い酸化物層で，腐食攻撃への安定性に欠くことおよび
着色表面，特に淡い色合いを有する着色表面の低い耐光堅牢度だけを示す。多孔質層を不
動態化しおよび形成するためのアルミニウムかまたはアルミニウム合金の陽極酸化は、既
知の方法に従い，直流および/または交流を使用して，およびいずれの場合にも，適した
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電解質浴を使用して，例えば、硫酸，シュウ酸，クロム酸，クエン酸またはシュウ酸とク
ロム酸とのまたは硫酸とシュウ酸との組合せを加えることによって、実施することができ
る。例えば、DCプロセス (直流; 硫酸)，DCXプロセス (直流; 硫酸、シュウ酸の添加と一
緒に)，DXプロセス (直流; シュウ酸)，クロム酸を加えることによるDXプロセス，AXプロ
セス(交流; シュウ酸)，AX-DXプロセス (シュウ酸; 初めに交流、次いで直流)，ASプロセ
ス (交流; 硫酸)およびクロム酸プロセス (直流; クロム酸)のような陽極化プロセスが産
業において知られている。電圧は、例えば，5～80 ボルト，好ましくは 8～50 ボルトの
範囲であり; 温度は、例えば，0～50℃の範囲であり; 陽極上の電流密度は，例えば，0.
～5 A/dm2，好ましくは 0.5～4 A/dm2の範囲であり，一般に、多孔質酸化物層を製造する
ために、電流密度1-2 A/dm2 がすでに適しており; 一層高い電圧および電流密度，例えば
、100～150 ボルトおよび≧2 A/dm2，特に 2～3 A/dm2の範囲で，そして温度20℃までで
，特に硬質のおよび微細な多孔質酸化物層を、製造することができ、例えば、「Ematal」
プロセスに従い、チタンおよびジルコニウム塩の存在下でシュウ酸を用いて、製造するこ
とができる。酸化物層を製造し、引き続いて、酸化物層を、実施においてそれ自体好適で
ありそして慣習的な手順に従って、着色剤を用いて、電解質的にまたは吸着的に直接着色
する場合に、電圧は、12～25 ボルトの範囲であり; ここで、電流密度は、1～2 A/dm2で
あるのが好ましい。これらの陽極化プロセスは、産業において、一般に知られておりそし
てまた、技術文献に，例えば、Ullmann's "Enzyklopadie der Technischen Chemie" [Enc
yclopedia of industrial chemistry]，第4判，12巻，196～198頁に，またはSandozパン
フレット "Sanodal（登録商標）" (Sandoz AG, Basle, スイス, Publication No. 9083.0
0.89) にまたは "Ratgeber fur das Adsorptive Farben von Anodisiertem Aluminium" [
Guide for the adsorptive coloring of anodized aluminium] (Sandoz, Publication No
. 9122.00.80) にも詳細に記載されている。
【００１７】
　多孔質酸化物層の層厚さは、5～25 mmの範囲であるのが有利であり，8～15 μmの範囲
であるのが好ましい。陽極酸化されたアルミニウムまたは陽極酸化されたアルミニウム合
金を短期間の間(例えば、１週間以下) 貯蔵した後に、着色する場合には、基材を、例え
ば、非還元性の，水性鉱酸，例えば、硫酸，過酸化水素または硝酸を用いて処理すること
によって、濡らしおよび/または活性化した後に、着色するのが有利である。
【００１８】
　着色は、温度15 - 98℃で実施するのが都合が良く，または温度18～70℃で実施するの
が一層有利であり，20～60℃で実施するのが特に好ましい。染色液（color liquor）のpH
は、例えば，弱酸性～弱塩基性の範囲であり，例えばpH 3～8の範囲であり，弱酸性～ほ
とんど中性の条件，特にpH 3～7の範囲が好適である。着色剤濃度および着色期間は、基
材および所望の染色効果に応じて非常に大きく変えることができる。適した着色剤濃度は
，例えば 0.01～50 g/l，有利には 0.05～30 g/l，特に0.1～10 g/lの範囲である。着色
期間は、例えば 10 秒～1.5  時間，有利には 1～90 分，好ましくは 5～60 分の範囲に
することができる。
【００１９】
　このようにして得られた着色剤は、次いで、緻密化するかまたは直接コーティング手順
に施すことができる。着色剤は、緻密化する前に、水ですすぎ洗いするのが有利である。
【００２０】
　緻密化は、文献から知られているすべての手順および緻密化剤を用いて、実施すること
ができる。下記が有利である: スチーム緻密化，コーティング防止剤（preventer）を用
いたおよび用いない温水緻密化，添加剤 (コーティング防止剤) および/または金属塩を
用いた中温(mid-temperature)シール，ニッケル熱間緻密化または冷間緻密化し、それに
続く温水処理を用いるおよび用いない。
【００２１】
　スチーム緻密化する場合には，容器スチームを充填した容器の中に，アルミニウム部品
を導入し、圧力条件を画定する。その上に、金属塩を用いた前処理を実施することができ
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【００２２】
　熱間緻密化する場合には，例えば，温度96 - 100℃の温水中で、コーティング防止用添
加剤(Anodal SH-1)を加えることによって、アルミニウム部品を緻密化する。
【００２３】
　中温緻密化法の場合には，シールを、例えば,温度70～90℃の水中でおよび緻密化促進
用および/またはコーティング防止用添加剤を加えることによって、実施する。
【００２４】
　冷間緻密化の場合には，例えば，ニッケルアセタート，フッ化ニッケル，アルカリ金属
フッ化物 (有利には、フッ化ナトリウム)，フッ化アンモニウム，緻密化助剤，金属塩 (
例えば、コバルト化合物) および/または例えば，アニオン系界面活性剤のような助剤の
水溶液を採用する。室温または 30℃までで緻密化するために、そのような混合物の水溶
液を採用する。
【００２５】
　その上に、上で検討したプロセスの組合せは、また、例えば，表面品質を改良するため
に採用することもできる。中でも，予備シール（presealing）を、例えば、ニッケルアセ
タート，およびアニオン系界面活性剤 (ニッケルヒートシール; Sealsalz ASL) を含む水
溶液中で70℃で開始することができる。この予備シールのための別の可能性は、冷間シー
ルの使用である。引き続いて、温水中に、温水緻密化用コーティング防止剤 (Anodal SH-
1) または中温シール用助剤(Anodal SH-2)  (２段緻密化) を加えることによるかまたは
加えないで、温浸漬することによって、この予備シールを完了する。
【００２６】
　この緻密化をした後に，緻密化された陽極酸化されたアルミニウムを乾燥させる。ここ
で，簡単なぬぐう技術または代わりに、温度110℃の範囲までの熱風送風機を採用するこ
とができる。ここで，他の乾燥プロセスも同様に可能である。空気中での乾燥もまた実施
する。
【００２７】
　緻密化をした後に、ポリシラザン溶液を用いたコーティングを行う。このコーティング
は、また、密封されていないアルミニウム表面に、陽極酸化した後に、色彩付与プロセス
によって適用することもできる。
【００２８】
　本発明に従えば、コーティングのために、溶媒，触媒およびポリシラザンまたは式1：
　　　　　　　　　　　　　　　-(SiR'R''-NR''')n- (1)
（式中，R'，R''，R'''は、同一であるかまたは異なりそして互いに独立して、水素また
は場合により置換されるアルキル，アリールまたは(トリアルコキシシリル)アルキルラジ
カルを表し，n は、整数でありそしてn は、ポリシラザンが、数平均分子量150～150 000
 g/モルを有するように釣り合わせる）
のポリシラザンの混合物を含むポリシラザン溶液を使用する。
【００２９】
　ここで特に適しているのは、式中，R'，R''，R'''が、互いに独立して、水素，メチル
，エチル，プロピル，イソプロピル，ブチル，イソブチル，tert-ブチル，フェニル，ビ
ニルまたは 3-(トリエトキシシリル)-プロピル，3-(トリメトキシシリルプロピル)からな
る群よりのラジカルを表すそれらのポリシラザンである。
【００３０】
　好適な実施態様では、本発明に従うコーティングのために、式 2：
【００３１】
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のペルヒドロポリシラザンを使用する。
【００３２】
　本発明に従って採用可能なポリシラザンまたはポリシラザン溶液は、例えば，PCT/EP 2
005/011 425に記載されており，PCT/EP 2005/011 425を本明細書中に援用する。
【００３３】
　ポリシラザン溶液の更なる構成成分は、例えば、配合物の粘度，基材湿潤，フィルム形
成または廃空気挙動に影響を与える添加剤，そして必要に応じて，例えば，SiO2，TiO2，
ZnO，ZrO2，インジウム-スズ酸化物 (ITO)またはAl2O3のような無機ナノ粒子にすること
ができる。例えば，HALS化合物のようなUV安定剤もまた採用することができる。
【００３４】
　ポリシラザンコーティングの硬化は、好ましくは炉温度40～150℃，好ましくは 50～12
0℃，特に好ましくは 60 ～110℃で実施する。乾燥時間は、層厚さに応じて、慣習的に10
 分～12 時間である。
【００３５】
　従来の乾燥による硬化の他には，UV，IRまたはNIR 技術をベースにした乾燥ラジエター
の使用もまた可能である。. 
　このようにして適用しそして硬化させたポリシラザンコーティングは、層厚さ1～10 μ
m，特に2～5 μmを有する。
【００３６】
　本発明に従う方法を用いて、着色表面の耐光堅牢度および耐食性を相当に改良すること
が可能であり，このことは、特に、低い耐光堅牢度を有する淡い色合いまたは着色剤によ
って観測することができる。
【実施例】
【００３７】
　耐光堅牢度は、ISO指令に従って，例えば、ISO指令 No. 2135-1984に従って，各々キセ
ノンアーク燈を備えたAtlas-Weather-O-メーター 65 WRCで，100 時間標準光暴露の暴露
サイクルでサンプルを乾燥暴露することによるかまたはISO指令 No. 105 B02 (USA) に従
って，各々キセノンアーク燈を備えたAtlas-Weather-O-メーター Ci 35 Aで，100 時間標
準光暴露の暴露サイクルでサンプルを乾燥暴露し，そして暴露させたサンプルを、グレー
ド評価パターン，例えば，ブルースケールの耐光堅牢度等級 = 6 (グレースケールに従う
等級 3におよそ相当する) と，または直接に着色剤の耐光堅牢度値または耐光堅牢度等級
の等級 6のブルースケールパターンと比較することによって求めることができる。2 暴露
サイクルの後だけで、ブルースケールに従う等級6に相当する耐光堅牢度値を達成するな
らば、パターンを、耐光堅牢度等級 = 7を有すると評価し; 4 暴露サイクルの後だけで、
この点に達するならば、パターンに、耐光堅牢度等級8 を割り当てる，および下記の表1
に表す通りに、同じようにする。
【００３８】
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　CASS 試験 (Copper Accelerated Salt Spray Test) を用いた試験規格 ISO 3770に従っ
て、耐食性を求めることができる。この目的のために，コーティングを施したおよび，比
較のために，コーティングしていないアルミニウム部品を，あらかじめ陽極酸化し，着色
しまたは着色していないおよび密封しまたは密封しないでおき，部品に、試験規格に従っ
て、pH 3.1～3.3 および温度50 +/- 2℃の塩化銅-塩化ナトリウム溶液を少なくとも24 時
間噴霧した。引き続いて、部品を清浄にしそしてISO 1462に従う評価を施した。ここで、
ポリシラザン-塗被サンプルにおいて、腐食欠陥の相当の減少、特に、孔数，亀裂および
気泡の発生の減少が、観測されるはずである。
【００３９】
　下記の例において、部は、重量による部でありそしてパーセンテージは、重量によるパ
ーセンテージであり; 温度は、セルシウス度で表し; 着色剤は、慣習的な市販形態で採用
する。
【００４０】
例 1 (参考 A):
　100 部中，硫酸16.5～22 部およびアルミニウム 0.5～1.5 部を含有する，温度17～21
℃の水溶液中で，純アルミニウムの脱脂しおよび脱酸素したシートを、電圧12～20 ボル
トDC，密度1.0～1.8 A/dm2で，40～50 分間陽極酸化した。ここで、厚さ約 20～24 μmの
酸化物層が形成された。陽極酸化されたアルミニウムシートを、水ですすぎ洗いした後に
、Aluminium Orange G (Clariant，濃度: 3 g/l) を用いて60℃およびpH 5.6で30 分間着
色した。
【００４１】
　引き続いて、着色シートを水ですすぎ洗いしそしてAnodal SH-1 (Clariant，濃度: 2 m
l/l) を用いて98°で50 分間緻密化した。
【００４２】
例 2 (参考 B)
　100 部中，硫酸16.5～22 部および硫酸アルミニウム 0.5～1.5 部を含有する，温度17
～21℃の水溶液中で，純アルミニウムの脱脂しおよび脱酸素したシートを、電圧12～20 
ボルトDC，密度1.0～1.8 A/dm2で，30 分間陽極酸化した。ここで、厚さ約 12～14 μmの
酸化物層が形成された。水ですすぎ洗いした後に、陽極酸化されたアルミニウムシートを
Aluminium Orange G (Clariant，濃度: 3 g/l) を用いて60℃およびpH 5.6で20 分間着色
した。
【００４３】
　引き続いて、着色シートを水ですすぎ洗いしそしてAnodal SH-1 (Clariant，濃度: 2 m
l/l) を用いて100℃で60または30 分間緻密化した。
【００４４】
例 3: 
　例 1と同じようにして、更なるサンプルを調製し，緻密化しそして乾燥した後に、それ
にポリシラザン層を備えた。このために，着色され，陽極酸化されたアルミニウムシート
を、次いで、NL 120 A-20（登録商標）(Clariant) の溶液中に数秒間浸漬しそして注意深
く取り出した。サンプルを短時間排水した後に、120℃で3 時間乾燥させた。
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例 4:
　例 1と同じようにして、更なるサンプルを調製し，緻密化しそして乾燥した後に、それ
にポリシラザン層を備えた。このために，ジブチルエーテル中のナノ粒子状 ZnO 分散液 
(20 モル%)とジブチルエーテル中のポリシラザン溶液 NL 120 A-20（登録商標）(20 モル
%) との比 1:1の混合物を調製した。乾燥され、着色され，陽極酸化されたアルミニウム
シートを、次いで、上記混合物中に数秒間浸漬しそして注意深く取り出した。サンプルを
短時間排水した後に、110℃で3 時間乾燥させた。
【００４６】
例 5: (陽極酸化されたAL厚さの減少，PHPS)
　例2と同じようにして、更なるサンプルを調製し，緻密化しそして乾燥した後に、それ
にポリシラザン層を備えた。このために，着色され，陽極酸化されたアルミニウムシート
を、次いで、NL 120 A-20（登録商標）(Clariant) の溶液中に数秒間浸漬しそして注意深
く取り出した。サンプルを短時間排水した後に、120℃で2 時間乾燥させた。
【００４７】
例 6:
　例2と同じようにして、更なるサンプルを調製し，緻密化しそして乾燥した後に、それ
にポリシラザン層を備えた。このために，ジブチルエーテル中のナノ粒子状 ZnO 分散液 
(20 モル%)とジブチルエーテル中のポリシラザン溶液 NL 120 A-20（登録商標）(20 モル
%) との比 1:1の混合物を調製した。乾燥され、着色され，陽極酸化されたアルミニウム
シートを、次いで、上記混合物中に数秒間浸漬しそして注意深く取り出した。サンプルを
短時間排水した後に、110℃で3 時間乾燥させた。
【００４８】
例 7: 
　例2と同じようにして、更なるサンプルを調製し，緻密化しそして乾燥した後に、それ
にポリシラザン層を備えた。このために，着色され，陽極酸化されたアルミニウムシート
を、次いで、NP 110-10（登録商標）(Clariant) の溶液中に数秒間浸漬しそして注意深く
取り出した。サンプルを短時間排水した後に、100℃で3 時間乾燥させた。
【００４９】
【表２】
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